
２０２３年を振り返ると、大きな変化の一年だったと思います。コロナが５類に

移行し、多くの行事も以前に近いかたちや、新しいかたちとなって戻ってきました。

やはり、保護者や地域の皆様とのふれあいがあってこその学校教育ですし、改めて

本校は「地域とともにある学校」だということを再認識しました。これからも本校

教育に対し、皆様の応援とご協力をお願いいたします。本格的な冬を迎えます。ご

自愛いただきますとともに、どうぞ、よいお年をお迎えください。

長 門 市 立 三 隅 中 学 校
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百聞は一見にしかず（１２月全校集会より）

「百聞は一見にしかず」（ひゃくぶんはいっけんにしかず）とい

う言葉を聞いたことがあるでしょうか。どういう意味か知ってい

るでしょうか。「百回聞いたとしても一度見ることにはかなわな

い」「説明を聞いただけでわかった気にならず、実際に自分の足

で現地に出向き、自分の目で見て確かめることが大切である」と

いう意味です。

２年生は１１月にチャレンジウォークがありました。「昔、清 三隅中学校

風先生が萩城までの２０ｋｍの道のりを徒歩で往復していた。」 マスコットキャラクター

という話を聞いたうえで、実際に自分の足で歩いてみるといろい 「セイミくん」です！

ろなっことが見えてきます。 よろしくお願いします！

「昔の道や履物で２０ｋｍの道を歩くって大変だったろうなぁ」

「やっぱり時間がかかるなぁ」

「しんどいなぁ」

「百聞は一見にしかず」この言葉には実は続きがあります。

「百見は一考にしかず」

「百考は一行にしかず」

「百行は一果にしかず」

「百果は一幸にしかず」 ふれあい夢通信 第７２号

「百幸は一皇にしかず」となります。それぞれの意味は… （2023冬号）のお知らせ

「百回見るよりも一度考えたほうがよい」 １２月１日より、「ふれ

「百回考えるよりも一度行動したほうがよい」 あい夢通信」ホームページ

「百回行動するよりも一回成果をあげたほうがよい」 に「第７２号（2023冬号）」

「百回成果をあげるよりも一回幸福を得たほうがよい」 を掲載しました。

「百回幸福を得るよりも一回周囲のみんなの幸せを考えたほうが 県教育・イベント情報な

よい」という内容です。 ど、本県教育に関する様々

つまり、見て考えて行動して結果を出し、幸せになってさらに な情報が得られますので御

周りの幸せも考えようということです。「百聞は一見にしかず」 一読ください。

とは、自分一人だけの幸せを望むのではなく、自分の周りの人の ○「ふれあい夢通信」ホー

幸せも考えるべきだという深い言葉なのです。もっと考えると、 ムページQRコード

周りの人の幸せを考えて行動できる人は、めぐりめぐって自分も

さらにハッピーになれるということだと思います。いつも笑顔で、

明るくハッピーな人には多くの仲間が集まります。自分の考え方

ひとつで、人間関係は好循環になり、より楽しい学校生活になる

のではないでしょうか。

１２月号
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学校保健安全委員が開催されました
１１月３０日（木）に学校保健安全委員会を実施しました。今年のテーマは「ぐっすり

眠って朝はスッキリ ～自分の睡眠を見直そう～」でした。「食育コーナー」「こころコーナ

ー」「からだコーナー」の３つに分かれ、生徒はそれぞれのコーナーをまわって自分の健

康について考えるとともに、自分の睡眠や質のよい睡眠のとり方について学ぶことがで

きました。スマホなどの影響もあり、睡眠時間の短さは現在の生徒の課題のひとつとい

えます。
食育コーナー こころコーナー からだコーナー

「睡眠リズムと食事のリズム」 「睡眠の質アップで健康度アップ↑↑」 「寝る前にできる快眠ストレッチ」

心が落ち着くマインドフルネス体験

今後の主な行事予定

１２／２２（金） 終業式 １／ １（月） 元旦

２８（木） 学校閉庁日（～１月４日） ８（月） 成人の日

３１（日） 大晦日 ９（火） 始業式

生徒会役員任命式・交代式

ビブリオバトル開催
前期学校評価でもお示ししましたが、本校の課題のひとつとして生徒の

読書量の減少があげられます。「ビブリオバトル」とは、代表の生徒が自

分の好きな本についてみんなの前で発表する会です。それぞれが自分の本

について熱く語っていました。こういう活動が生徒の読書のきっかけにな

ってくれればと思います。

生徒会役員選挙立会演説会・投票が行われました
１２月７日（木）生徒会役員選挙に伴う立会演説会と投票が行われました。今年度は立

候補者が１年生３名、２年生５名でした。立候補者は「三隅中をよりよくしていきたい」
という意気込みを中心に、それぞれの熱い思いをスピーチしました。またその後、厳正な

雰囲気の中、投票が行われました。現在、投票権は１８歳ですが生徒はあと数年で権利を
得て、実際に投票することとなります。そういった近い将来に向けての学習という側面も

「生徒会役員選挙」という行事の中には含まれています。


